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はじめに

　今韓，生活指導麟究が到達した状浅をふ管かえ

ってみたとき・捲導と援豹をめぐっては，まだ薄

象や内容，捜術体系においてその講者の麗孫に不

覊確さがある．とくに講者の麗孫をどう掘握する

のかという点で，ひろく‘｛教官捲導坤に関連する

援勤観念の意諜海容と麩置づけは必ずしも瞬らか

ではない。それ・は，旛導と援麟がともに纒驚の方

法鼓術として追求されてきたものではなく，翻々

の実践（醗究／主体の教畜観や子ども観による主

観的な控握によるためであると考えられる、

　本来，詣導と援勘は，それぞれの成立穣擁や妓

籍的な性賂，欝的や方法，対象に線違をもち，松

野的な種麹性のもとで有機的な撫互麗係を有する

ものである。しかしこれらの縫孫麺握紅は，講堂

i論的燐あるいは段欝譲的2｝であったり，無警覚な

結合i論的控i握，すなわち「捲導藩のもつ管遷主義

的灘面を克醸する土でそのマイナス面を援勝で補

完するという霞己完結的な縫係におかれること摂

多くみられる．その緩果，いっそう獲麟の愚昧が

方法体系的に曖昧にな警，捲導と援麟の混蔑した

働きか酵によって教締の撰導牲そのものに揺れを

生み鐵してきている．これは，近年の夢新学力観

の影響を受けた軒揚導ではなく支援（援駒であ

る」という輪講の中での教翻の蓑漉鼠」にもみる

ことができる。ここには，子どもたちの窪主的な

諸活嚢を通じて育てるゼ生きるちからの獲得」の

内容・方法・対象を曖昧ないし不在にする釈溌潜

ある。

　いま，捲導と援勤の灘係を追求することは，教

編の指導姓の本質を解窮することのみならず，教

麟と子どもの縫懸盤そのものを縫い直す土で重要

な契機となる．そしてそれぞれがいかなる縫会約

文賑によって構築さ細かつ結びついているのかを

考えていくことによって，生活捲導凝念の今貧的

綾討尋こもおよぶことに：なる。

　本砺究の霞的は，戦後生活捲導論における簡題

史的羅究の立場から，捲導と援勤の相互関係の展

講遷程とそこでの開題点を瞬らかにすることであ

り，もう一方で，上述したような指導と援励の縫

係をめぐる今嚢的課題を解く手がか蓼の追求であ

る。本稿では，その第i報として，鮨導と援麟の

麗孫をめぐる生活捲導論の羅題史的暴発の椀塵と

いくつかの時難区分を提示し，その上で，まず戦

後生落捲導醗究の端緒となるガイダンス理論の導
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入時難を中心に検討をおこなう。

序章　開題史醗究の視座

　蓬．社会的妓籍としての指導と援勤

　捲導と援豹はともに教育技術の捧系をさししめ

す罵語である。まずこれらの関係を考える先行修

業として，生活捲導における教畜技徳の特籔につ

いてみてみることにする。

　いうまでもなく教育妓籍が教育をうける綴の人

聞的自然的基礎によって蔑定されることは自瞬で

ある。鰹方，縫会の歴史的段繕やその諸形態（政

治，経済，文化〉によっても規定される。前者を

教育披講が成立するための内産的根擁であるとす

れ’ぱ，後者はそれが成立するための外在的根麺とな

る。ここでいう擾麺とは，教蔀の捲導や援豹の露覚

乾を促す事績，たとえば捲示や叱責，はげましそし

て共感や受容などを子どもや縫会（学校〉の現実

の，いかなる馬面131への藩欝を通じて発見するの

かを示すものである。これはある事象の藩嚢から

の転換によって生じる場合もある。

　かつて海後勝雄は，教育技術を教轟と子どもの

縫係での評蕎定の歴史的段繕における実践的手段

の体系ノ4）と定義し，「社会の講成と発展とに隣す

る不蘇欠の一要素距／であると遠べている、その

諜，「桂会的存在としての大開が飽の大周を繋象

として饑きかけられる行為の体系」韓1という桂会

的妓籍としての性格ぶあることを指摘している。

このことからすると，教官技衛である指導と援助

はともに子どもの霞立や成長と響移結んでいる縫

会法則の発見にその成立糧麗がある。

　ところで，指導と援麟の縫係摺握縁どういつだ

局藩から羅題姓を帯びてくるのだろうか。

　第1に，教育技術がもっている教麟と子どもの

麗係韓ヨからあらわれる羅題である．

　教育技衛は教育的指導の技衛であ吟，子ども騒

人や集羅への管理妓籍と混獄されてはならないも

のである。しかし，学綴経営や教科経営の謙譲妓

籍とその運営技術が子どもたちの生活や学習への

携導披講に浸透する震題溺ある。ここでは，捲導
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がヂその発嚢の影式において，私的，纒人的，鰯

盤i的」鱗な性格をもつゆえに，教麟と子どもの教

官的な麗係性を形成する馨的や見違しでの獲麟と

懸甥的追求を鋳げる状渓が生まれてくる。その場

合，援勤という繋人離係（短豆癖簸蓼re蓋a童給費s紗）悪業

もっている「働きかけられる灘の麹露な選報牲ま

は希薄になる。したがって講者の縫係には働きか

けの「公私匪の難題解あらわ轟てくる繕。

　第2に，戦後教畜にお捗る援麟凝念の歴史的鮭

罐董こかかわる開題である．

　戦後，教育技術という矯語は駿本教育の買主

的新生を麟る第一義」轡であるとされ，，新教蕎を

象籔する表現として，主に教麟の力量形成を謹く

中で発展してきた。しかし，この教蕎妓籍を実藻

的な次元でみてみると，そこでの教育的手法の体

系（わざや手法．型〉は，それまでの技術観にか

かわる意識の形成が前近代的な捲導観をぬしぐいさ

らない場合．新しい披講で古》、推尊観を隠蔽する

ヂ鼓徳主義ヨ籟癖と結びつく問題性をはらんでい

る。

　しかも，新しい妓籍は教糞の独密な姓纏と教麟

の麟慧から発展するというよ吟，鞍後，歴史的に

みて，社会的現象への難鎚療法や政治的経済的要

請からの含煮講達によって形成（登展ないし溝滅）

されてきた縫癒がある。これは振導と援勧の襲係

でいうと，捲導は指示命令による「教化まであ撃，

援動は教化の遍程での「施し葦やヂ恩恵墨として

捲導を綴藏から補完するものであった．

　第3に，教育披講の科学盤ないし後会的な安定

穫iからあらわれる開題である。

　教育技術ぶ藍確な愚妹での披講であるためには，

技嬉としての客観盤や稀字性をもたねばならない。

そうすると，単なる経験的蓄積であった離馨識麟

反省をともなわない手法やわざは教畜妓籍とはい

えない1麹．その悉咲で安定性をもつ必要がある．

この場合，教育披講は多くの教麟によって確かめ

られ誰にでも伝達できる技術として，いくども繰

瞬返された合馨的的な安定性を有しな潜ら，さら

には学校や地域桂会，子どもの生活や文髭の安定

的継続を馨的としている。
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．ところが，この安定姓は普遍的なものではない。

つねに現実の歓会変化にさらされるがゆえに，撰

導や援勤という背為の中にどういつだ縫会変化の

認識が存在しているのかをつねに窃覚的に追求す

る必要がでてくる。たとえば捲導と援劫がいかな

る縫会的継屡や贈綴の人々の歓会生活の安定を想

定しているのかという点である、

　以上のことから，指導と援助を縫会的妓籍とし

ての姓椿からみると，講者の欝係は次のように考

えることができる。つま警，捲導と援勘はその成

立根擁において，ともに套主的集懸的な活甦を通

じ，子どもの愛実生活や将来展望に不再欠であ蓼

具体的な能力や癒纏を鳶てる嚢的をもちつつも，

搭導はなぜその営み潜必要なのかを娃会変化（歓

会変動〉と懸人の生活実態に締して解明する働き

をもつ．そして援麟はその成立掻麺として，す

でに騒人の内藤に薦み込まれた祇会の諸矛盾を子

どもみずからが馨己の中で浮き彫警にすることを

支援していく饑きであると鍾麗づけること渉でき

る．

　2．指導と援跡の闘｛系を闘う現代的要曇

　では，生活指導暴究において，講者の縫孫を闘

う総代的要遜について考えてみたい、

　いま，今嚢的な生活捲導凝念について，次の替

内常一の定義が参考になる．

　「生活指導とは，教麟嚇生徒の生活に参擁し，

かれらとともにかれら解必要とする生活をつく鯵

だしていくことのなかでともどもに生き方を簡勢

返していく教畜的営みである。した都って・生活

指導とは教輝が一方的に捲導するのではなく，教

齢と生徒撚共罰してつく瞬だしていく生活そのも

のが生後…と教麟iを指導するま嚢．

　この定義は，教麟と子どもとの業懸的な麗係の

形成にかかわった教鳶的指導のあ穆方をきびしく

霧いなおし，これまでの捲導概念の紘張的発展を

意蝶にしている．

　生活捲導は，饑きか謬る綴の捲導牲と働きかけ

られる綴の成長や発達との連灘そのものを，梅互

のP生きるちか賜の獲得とつきあわせなぶら追

求する営みである。この霧藝こ．韓常生活の起ち振

る舞い方から歓会変革への課題邉求まで．講象の

実態や献溌に離して纒広いレベルと馬面をもった

ものに分化し，また統合されることになる。この

中には，実態としての捲導と理念としての捲導が

不可分なものとして存在する．しかし今難，現代

学校論の薄考に麗わって捲嫡されているよう1こ懸，

この実態としての指導はいわば学校や教室に激戦

残された「麟度として3の毒導妓籍にな吟かねな

いのである．

　こういつたいわぱ捲導概念の拡張という実態は，

捲導や援豹という教育妓籍の発見からその意識化，

そして振導の構造化（謙遜化〉までの過程におけ

る，成立の外律的根擁と内在的糧擁との結合の多

織化によって生み鐵されている繍、しかもこうい

つた穣擁までも含みこんで擢導の観念ぶ講威され

ようとしていると考える』

　いま，このような状混を要請し支えているもの

に3点ある．

　①子ども・青年の背後にある家族問題や地域変

醗への藩馨が振導の方向姓を多権にしてきている

こと．

　⑨学校を含めた新たな管建的支醗的な縫会（企

業中心歓会〉解体鱗（システム〉髭，贈櫻化して

おり，それを擁野にいれた教育妓籍の外在的根擬

が擬鯵下げられねばならないこと。

　③このような教育妓籍の外蓬的根雛の探求が，

共覇的実践主捧の形成の見通しとそこでの懸纏追

求（生活の莫織化／という教育捲導の内在的横縫

を豊かにしてきていること．

　これらを追求することは，環代歓会が人々に及

ぼす疎外状溌を統合的に総括し再生するだけでは

なく，その統合と再生の遜程が新たに生み鐡す人

聞的無難や生活様式．縫会法則の発見を見通して

いく試みとなる．つま蓼，そこには人々の弱めら

れた共編的饗係を再生することと新たに倉轡鐵す

ことの結合をうちに含んでいる。今後．これら講

者の統一的発展をいかなる教畜技術として登場さ

せるかが重要な課題となる。

　そこで，こうした議題に帰する鰐題史的麟究と
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して，次のような仮説的撹塵をもとに考えていき

たい．

　第iに．詣導と援助は，それぞれ、に子どもの学

校（縫会〉生活の安定と転換・変革をはかる上で

機籠的にみて独露な役割を果たすものであるとセ・

うこと．

　第2に，捲導と援勧は，教育と子どもを取蓉巻

いている縫会変化との勝連を合馨的的に具体化し

てきたものである。そのため，講者の§§係やそれ

ぞれのもつ意陳内容は，時代によって鑓麩や重点

を異にするものであるというぐと。

　第3に，その、とで，叢導と援麟の縄孫を追求す

ることは．教育の方法・披講の醗発的発展のみな

らず，それらの方法・妓籍を生み鐵してきた被会

約文姥的釈浅そのものを浮き膨鱗こするものであ

るということである．

　3．歴史釣擬捲による鋳代落分

　次に，問題史的麟究としての歴史的縛期区分で

あるが．戦後生活捲導麟究のあゆみと縫達して6

つに時蠣区分することができる。以下，その時難

区分と，捲導と援麟の聡係追求の動糞を概猛して

おく。

　〈第i難〉戦後がイダンス理論の導入期

　戦後新教膏の濃発から灘年代初頭までは，F子

ども蓬解まとしての捲導であ穆，意識的に籔われ

る毒導の溺語は，囎題をもつ子どもへの援駒に

みられるように，歓会姦こ適応できない1無題晃を対

象とし，鎮域や内容が銀建され，騒人の意識や行嚢

の観察灘定方法をもとにした心選学的診断による適

応的治療的撫導かその内実であった．蔚年から始ま

るアメ夢力のガイダンス蓬論は楽時啓蒙・紹介類

であったことから，それまでの馨本の学校教官に

あった慶存の捲導観とは離れて講じられていた面

をもつが，なによりも戦前巨戦中の軒撰導」に講

ずる糖神的な振否がこめられていた。

　〈第2難〉馨本的生活捲導麟究の萌芽難

　灘年代にはいって，捲導と援勘の麗係は．特懸

教育活動やホ・一ムルームの実践が急速に発展する

中であらわれてきた集毯旛導と懸人指導の摺握の

ig鱗一9

問題から推察することができる。教育における鰹

人と集懸への認識をめぐる総懸の縷説を通じてで

はあったが，講者の馨§係についてはグループ・ガ

イダンスでの子どもへの纏懸的配意や「騒人とし

て援麟する藁といった表瑳にみられ，るように．捲

導一集懸，援豹一纏人という麟式があらわれてき

た．

　瞬鋳にこの時期は蓼露びこ学校諺の講行や生活

綴方教育運動の復興期でもあることから．戦後の

舞本的生活搬導醗究の鐵発点であ辱，捲導と援勤

の未分化をめぐる譲議摂はじまった。

　〈第3蟻〉生活捲導癖究の鰐立的展麗蟻

　6書庫繭後を箋に，馨治活動藩究におけるヂ生活

捲導の系統化・計麟化」が闘われてくる中，教鳶

技術の成立根鎚は嚇設道観の誕錘枇への擾覇

的縷討にもとづ継て，教蔀の捲導牲を支えるイデ

オ賞ギー・懇懇が主要な課題となってくる。実践

的には教室での突発的な事件などへの「行き当た

吟ばった陰淫の指導を克験する方向で追求！される

が，その後の教麟の主体性（鮨導牲〉を重要な課

題に押し上げることになった。しかし縫方で，捲

導や援晦こは子どもの嚢主的な行動を鱗きず蓼

まわす3危験ぶあるとする考えを後に残す時代と

なった．なかでも，捲導と援助ぶ管運主義的な矯

歪や支醗と薄締していく際，援豹概念への更婁な

位置づけはなされていなかった．

　〈第護蟻〉生活権導醗究の発展期

　6§年代復業から鴨年代窃頭までの問，高度成長

簸，ヂ簸待される大震像匪などの産業縫会に健属

した人的資源置産業人の育成という教官観が顕著

に押し進められるようになる．蟹行して，葬行や

子どもの翼題行動への管理・統麟が学校における

教練と子どもの特鶏縫孫譲を亙当化する譲調の中

で緩き趨こされてくる。このことをきびしく聡い，

管蓬主義教書に繋鬱した「援動的指導」の究瞬が

はじまった．ここには，ガイダンス選論の一つの

系譜である学校経営上の「搬導勤書」といった経

営管蓬的盤絡との蝿置があった。また，この年代

を通じて重要なのは道徳教官の施策動病であ穆，

教蔀の捲導と援勤の謬§孫は生活指導論の変質の中



鈴木籍総：鞍後生懸場導麟：究量こおける教濤鼓簿の難題愛的羅究董、 87

でいっそう分離する方肉で広ぶることになる．

　〈第5期〉生活捲導醗究の転換期一i一

　捲年代の後事から雛年代蕪半，指導における教

麟の主体性（捲導姓〉の問題が再び中心的なテー

マになる．そうした背景には，子ども櫓互による

蔑主的な馨治的な集霧形成への聡与のあ雛方があ

る。ところが，そこでの麗与のスタイルや伝達遜

程は妓籍や手法としてあま雛撹甥的な譲議には発

展しなかった。すなわち，共感やはげまし，叢頼

といった教麟の教畜的行為が登校掘否・不登校の

子どもたちへの燧霧捲導として急速にひろがるこ

とから，援助は教育方法学的な遍程として究瞬さ

れる欝象にな叶えていたとはいえない。

　〈第6蟻〉生活指導醗究の転換期一2一

　総年代中盤から場代にかけては．子ども穏互の

交わりの問題にかかわ吟共感・業謬を支え励まし

ていく愚昧で，援雛という表現摂多溺され，膿

覇・指導葺と鍾鑓する記違が羅だってくる。匿子

どもの権稀条約ゴを通じた教青鬚導のとらえなお

しは，これ・までの旛導と援麟をめぐる1論議を質的

に展離していく契機になる。それは指導や援助の

横縫としているものぶ実燦的な学綴・学校．・地域

社会の論蓬にとど蛮っておらず，しかも人聞的生

活の諸分野で叢導の持つ支魏的強麟的な意殊あい

の克服だけでなく，従来の捲導ぶもつ啓蒙的牲鰺

への「異議卒し立て」であると思われる．また，

教畜活動における保護の瞬題ぶク覆一ズアップさ

れてくる．

　以上逮べたような詣導と援麟の麗係をめぐる靉

靆史的鶴座をもとに，次に，＜第至難〉戦後ガイダ

ンス獲論の導入簸の教育状溌をみていくこと紅す

る。

第潅章戦後ガイダンス理論の導入期を
　　　　　めぐって

　嘩．ガイダンス理論の受容邊程

　宮壌哲文は配生活捲導謹の蒙頭で，鎮生活指導

という書葉を，ガイダンスという英語の単なる訳

語としてでなく，馨本における生活捲導の系譜の

すぐ為た部分の継承と，新しい科学技術を含むガ

イダンスの緩念内容の窓主的摂取とによって域穆

立つ，よそからのか絵ものではないわれわれ窪身

の葭葉として設定しなければならない4繍と逮べ

ている。ここに戦後生活旛導醗究初雛の主テーマ

が示されている。戦後生活指導醗究のあゆみのな

かで，その螺緒となるガイダンス礫論の導入期は

緩ね欝幹年ごろから駐年までであ馨，馨本的生活

毒導の履興」期難の藩までの特薦である．まず，

この時擬亨教畜妓籍の成立の外在的糧麩がいかな

るものかを追求する。

　　繊アメ弾力におけるガイダンス運論の農溺

　ガイダンス選i蒲は職業捲導の領竣を中，むに大正

甕饒教資蟻紅すでに紹介されているが，戦後，F導

入涯という盤路上，アメ登力でのこれまでの発露

遍程よ吟舗約を受けている．そこで，アメ夢力のガ

イダンス運動の歴斐的推移について擬揺すると以

下のようになる騒。

　2§髭紀初頭に職業捲導として発生したガイダン

ス運動は，書年の職業選殺め獲麟を主要な麺務と

していた・デューイが置学校と琶会謹で示してい

るように，当縛の縫会や商工業の職業の変化に応

じた教育内容や教鳶経験を学校の中に再纏成しよ

うとする意麟のものであった鑓．そのため，この縛

驚のガイダンス運動の特籔縁，叢薄の職業選報，

教育選採の援勘を通じて職業と教育の多くの鷺鞍を

提供するガイダンス（醗沁鍍a定め撮1簿羅鍛ce／で

あった。ちょうど蚤時発展してきた心遽学の実験

的実謹的な羅究を取穆入れ，纒性や遍牲を灘寇す

る手段が霧いられるようになった．

　欝29年の量暴悪競は多くの失業者や祇会的不適

応な人々を生み聾すことになる。§露主義麟経済

がニューディール政策によって修正され，懸人主

義的な生活様式に一定の統麟が必要とされた．縫

会的統麟や縫会的基準を騒人の串に内面化させる

ことによって懇人と縫合の講和をはかることが§

的とされ，適応的・予防的ガイダンス，矯董的ガ

イダンスという特徴をもつようになる。これが新

教畜運動の学習形態と結びつき，と移わけ教科外

領域では．グループ・ガイダンスを通じて生徒へ

の啓発的な経験を定養させるものになる魏．
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　第2次盤雰大戦後，産業歓会の膨張にあわせて

いっそう人聞疎外栽漫潜深灘になってくる。この

繭の時幾が子ども・青年の適慈事舞の幡鞍を縫供す

るものであったことからみて，その特機がいっそう

一般化し，懸人のパーソナ夢ティーの統一した成熟

が中心テーマになってきた鱒。魑人と集露・歓会

との縫係において，懸人の露己理解を援離し，燧

人の嚢己指導議…カを発達させ，鱗入掛発達段繕に

応じたパーソナ夢ティーの確立を緩麟していく

「発達のためのガイダンス謹が中心となっていく

のである。

　ちょうどこの時難のガイダンスの特徴はキ機能

でみると大きく分醍的機能と適応的機籠に区分で

きる。分醗的機籠（虚s綬灘磁量vep藝ase）は生徒が

教官や職業．進露を選叛していくとき，窪分の適

性や縫方にあったものを選釈するように援跡する鑑

格をもっている。適応的機能⑱磁稜線ve碑薦e／

は，社会や縫考との不適慈を発見し予防し，また

その事銅を診賑し鎚置方法を発見していくものと

されるのである聡。このように，ガイダンス論の

軌鋳は，資本主義社会の発展過程という外在的要

霞の変化によって瞬き起こされてきたといってよ

い。すなわち，恐慌や戦争ごとに質的な転換があ

蓼，そうした犠温や経済的景気麟復のサイクルと

講癒して発展を遂げてきているのである。

　　轡導入簸における援跡概念

　さて，戦後ガイダンス饗論の導入時蟻にもっと

も中心的になった一人であるジョーンズの見解を

みてみる．

　ジョーンズはζ蔓｝y搬。重継es　o乏G戯6麗ce壽の中

でガイダンスの定義を次のように示している。

　「ガイダンスの§的は，縫人の露巳詣導の能力を

絶えず成長させていけるよう，生活の竃機に蝿し

て賢酷な選譲，適応，解萩を子どもたちにさせる

ようカウンセ夢ングによって懸人を援覇するこ

とノ欝この定義からみると，筏会への適応を§的

とし麟言・穏談という内容を実離的な方法とする。

その醗，「案内入」の立場を擾駕して．私たちが駅

にどういけばいいのかを誰かに尋ねられたとき，

指示はするが彼と講行嫁しない。　しかし援助とは

i聾4－9

案内することであ蓼，簾行の案内人の行為を指し

示している鶴・ジョーンズの罵語法をみると，

伽豊野援麟．劾力業tG盆s量st〉，〈s童eεギー遠購操

｛賛，練でect一襲で捲示する＞，〈9磁e一業に疑蒼

しながら導く〉となっている。こ蕊を籔行者と案

内人との麗係で示すと，stεerでは稼行者の礬土性

は存在しない。61rec宅ではその闘いそのものが不

必要であ馨，露虚《艶はがイドされ、る擁行者の霞主

権ぶ不可欠となる。

　ガイダンスは一人一人の子どもの愛釈から嵐発

し財象となる子どもぶいまなにを求めているのか

をさぐ雛，それにふさわしい援勝を与える教育活

動であるとされる。そのために適応を積極的な意

味で難いることを前提としている解，適慈潜鰹人

の自淺を撚大し，億人が環境を藝浅に麟造し露己

の態力を最大発揮できるように馨己に適した環境

を選撰していくというプラグマティックな懇懇に

支えられていたのである．

　実灘，教官活動での実灘懸では，子ども理解の

方法としてテスト，評定尺度，診籔的記録，麟接．

観察，累蕊記録など，先に見たアメサカのガイダ

ンスの発展段隊とのかかわ鯵からみると，子ども

の分梼診騒妓籍が先行した銑しかし，診籔が堕

しくできることと適密な詣導方法とは必ずしも重

ならず，診懸から漆療に結びつかないことが幾題

になってきた。そのため霞本では欝溌年ごろから

勤書や動力の与え方と捲導の仕方についての本賂

的追求が余儀なくされたのである雛。この背景の

要霞については，　トラックスラーが分類したガイ

ダンスの5つの源泉難，すなわち薪博愛主義・人

道主義」（擁重重a盤雛｛瑠y，Gr擁灘鐙蓬ねτ藏S鋤，

「宗教壁（艶1癖。霧，「精神衛生豆拠e嬢a織y錘雛e／，

「社会変化∫（soc重濃磁訟霧e〉，　「纒人として生綻

を知るゴ（き燃GW孟ts貸曝戴s農s　i登綴磁｛蟄謡s）のう

ち5つめが教畜における灘定運動として貯水に大

量に導入された点を挙げること溺できる。

　このことからすると，｝董繧夢ないしto＆鑛stとい

った援助凝念は外部から与えられた成立糧樋によ

って形成されていたといってよい。
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　　麟戦後新教育とプラグマティズム

　新教蕎とは「新馨本建設ノ教育方多｝∫嚇に：ある

　ド新教育の方斜3の項§名にはじまる驚語といわ

れるが，戦時教育体凝の払拭と今後の新し雛教畜

実践の方麟を示す標語として，鰯牲の尊重や教育の

馨轟をめざすヂ教育実践における積極的方法縁こ

の新教膏から鐵発するという思想轡をつ箏だした。

　すでに大豆期，「児童牢心主義」に総称される

教育観はあったが，董C綾里教育継当者はその当

時の新教畜の実践動構を評優し，教育の基本思想

としてデューイの学説に着聾し，新教畜の背後に

ある教鳶原遷であるとみた。当時の欝本の教蕎状

溌において，ガイダンス蓬論は紅アメ夢力娃会の

産勃雛として実践への浸透や定着において否定的

なイメージにとらえられている。こうした一連の

擬覇はやや盤急な譲逮ではあるが，ここにはプラ

グマティズムの教畜懇懇の醸雰の一難を象徴して

いたといえる髄．

　デューイは謬民主主義と教官蓋において，今韓

まで影響を与えている捲導凝念の分析において次

のように述べている．教袴の一般的機能にはδlre－

ct沁登（捲導〉，co蔑鎗量（統鰯〉，解羅鋤ce（補導〉

の3つがあ警，補導は，「補導される人聞の生まれ

つきの能力を共講葎業を通して豹けるという観念

を最もよく表わす．統麟はどちらかというと，外

編から超えら蕊，統講されるものからいくらかの

抵銃に会うカという概念を表わす。捲導はよ鯵申

闘的な驚語であって，旛導されるものの活動的傾

晦が当てどなく分散することなく，一定の連続的

進鋒に導き込まれ，る，とレ・うことを暗示する。捲

灘は基本的機龍を表わす語であって，その基本的

機籠は，一方の遜端では補導的動力とな吟，縫方

の極鵡では縫麟または支醗となる繧病がある」鯉。

　ここでいう補導とは教麟と子どもの黄購的縫孫

において子どもの鬱然的能力の発揮を援約するも

のであ吃戦後新教畜における軒ガイダンス墨と

ほぼ隠蓑である．機能概念としてみたときには

9盛63簸eeと盛rect給費とが講じとな瞬．子どもの

§邑捲導の能力を期待するものである。「為すこと

によって学ぶのではなく，為すことによって絶えず

為すことを学ぶ1もこういった姓賂を示すもので

ある。しかしこの輪読麟来穣討のま豪であったこ

とは，4§年鶴後，霞本での啓蒙書や翻訳書のその

多く解デューイのこの説瞬を弓翻ないし援濡する

にとど象っていたことからも瞬らかである鱗。

　ところで，デューイの捲導緩念とそれまでの

一般的な詣導援念との麺違の難題からみると，

捲導は経験の連続的な嚢己捲導をうながすもので

あ瞬，露己嚢体からいえば，露己の絶えざる再捲

導（re嬢登ect沁登）をするものという意糠では積

極的なものである。しかし，デューイの捲導論の

形成において，靉靆概念が瞬われてくる必然性ぶ

ある。それは霞己捲導を再捲導につなげる根擁に

援助が存在するために．経験み連続性と方法の新

しい改善や発見は蜥維なくすすむと考えら轟てい

る点である。そして，この教蕎方法におけるプラ

グマティズム溺教畜政策におけるそれと重なむ，

教養：を子どもの本靉靆こ直接騰わる活動であるとい

う露然主義的な教書観として晃童中心主義を摺握

し，教畜は決して外部から与えられるものではな

いとする翼題をもっていた。「学校は小型の鮭会であ

り膠芽的な縫金轡とし，教畜を歓会化することを述

べながらも，産業纏織の墓繊にあるさまざまな影響

が学校時代にあっては無擾されているのである。

　また．資本主義鮭会での生産本龍や構成本能を

発童甥紅得ていないと経済的鶏題に録越するちか

らをもちえないという，つま鯵教育がどのような

方法でなされようともその結果．大橋精夫が詣擁

するように［子どもがいわば簿外から暖い込む遍

程善を解子どもの内から畜ちゆく諺遍程に1す管か

えて惨くために移し変えていくゴ翻ことを指導の

結果としたのである。

　デューイは疑主主義歓会の特籔として喚遜の

霧1心の頷籔の拡大」締と「懲性の自由な解敏3騨を

あげるが，ガイダンスの基本的条件ともいえる格

互依存麗係の鉱夫や嚢虫の拡大に離して蝶介なく

鮨導と援助を重ねている瞬題がある．

　　紛受容遷程における縫題点

　ガイダンス凝念そのものが混迷していたこの時

難，雛本の鮭会における購麹的隣人的な動け合い
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としての援勤とガイダンス礫論にあらわれている

宗教的善意やアメ婆力資本主義縫会の補完的塵勅

としての援動絃必然的に騒本にお纏るだイダンス

蓬論の受容に駁罫と議題をもたらすことになる。

　なによ蓼もアメ華寿でのガイダンス運動におけ

る援豹の麟提となる大鷺観がどうであったのか。

たとえばそれまでのデューイの学説と欝磐年には

じめて本綴的に醸本で紹介された澱ジャーズの学

識にかかわっていうと，講者の帯凝議練譲がそれ

ぞれ趨蟹の資本主義縫会の変化をどう認識し，捲

導と毒渓影戯の麗孫，プラグマティズムの理解と

捲導ある籍は援麟妓籍の縫係，そして筏主主義と

指導の麗孫捲握を規定していた文化がいかなるも

のなのか，充分な縷説解なさおていないことにほ

かならない輸．

　さて，戦後の舞本縫会において近代的な教畜技

徳が存在しえた外在錦帳麗は，志頭擬教育致策の

安定牲を甦一のよ善どころとしていたことによる。

この導入蟻の指導という罵諸縁戦時下の毒示一命

　　　　　　り令系統型の指導を払拭しようとする主観的な聡題

状溌をもちつつ，アメ夢力桂会をモデルとする近

代的な教官妓籍の導入によ吟，それまでの狂本の

封建的な縫会の打破を馨標としえたのである。そ

の中心は家厳主義的イデオ舜ギーの克灘である。

蒙本のそれまでの捲導は，国家からの上からの道

徳的規籔をもとに，子どもたちを鏡麟’支醸する

ことを意味していたために，饗実の縫会的・経済

的な要請から学校教畜に要求された生活態綾や生

活適痴態力，性格を子どもに導いていくことが重

要糧されたのである。この霧i．援勧には，ここで

築こうとした教育的講護的システムの「ほぐれま

を補完する安全装置としての意瞭があったといっ

てもよい。

　また，学絞教育においてそれが亙当に綻置づけ

られ発展しなかった礫由は飽にもある。それは．

欝欝年代以降の反動的な教育政策のもと，民主主

義と懸盤の尊重を軸にした教育技術がその基盤を

喪失していったためである。絨丸章夫によれば，

　ヂガイダンスがアメ婆力の縫会の産勅であるとい

う遅解は，嚢本の現実歓会を無擁し，技徳の背景

欝鱗一9

にある縫会変動の構造を無擁したために起こった

ことであ鯵，必然的なものであった．匿逆コース蓋

という不安定な志領政策のために，民主主義の内

容がたえず変化し，安定性を失った技術にとって

は，変化した政策と婦映することによって自らの

捲導披講を晦一ヒ発展させなければならなくなっ

たノ錫のである。

　2．生活捲導にお1ナる指導瓢援覇論の系譜

　以上，本稿でいう　〈第i幾〉の指導と援豹の外

在的根越を示してきた．では次に，この時期の内

在的根擁について鼕鼕してみる。

　　鱗捲導広機動識の内在的根塾

　結詩的にいって，この〈第エ簸〉にお捗る捲導

成立の内在的根擁は捲導罪援助論としてみること

ができる．ガイダンス瑠譲の戦後の展露において

捲導と援助の騨係を縫うことは，このイ葺一ルの

麗係が強まっていく遜程と見直されていく遜程に

焦点銘できる、これは援勘の発見を自覚的に追求

していく系譜であるといえる。

　ところで，ガイダンス建議はひとりひと瞬の子

どもの饗状の理解から畿発し，その子どもが癖を

必要としているかを探瞬，その子どもに必要な

援麟をおこなう教育活動である。子どもにとっ

て客観的に存在する文化的遺産を教授する発想と

は異なるものである。　トラックスラーは「ガイダ

ンスは各騒人に，嚢己の能力と興味を選解さ琶

できるだけそれを発達させ，それを生活の嚢標に

むすびつけ，究極には民主的歓会の望ましい毒民

として完全な，成熟した窪己指導の状態に到達さ

せることノ灘と遠べている．

　すでに述べたように，ガイダンスは心礫学的手

法によ警人格の海蘿や環境に要懸を求め，これら

を分析して望ましくない行嚢の薩接・闘接の要籔

をつきとめるという治療的捲導であった。そのた

め，治療方法は子どもの外部環箋そのものの変革

に寄与するのでなく，懸人の内藤に心遜的に反躾

している籔囲での変化を遺るものでしかなかった。

子どもを資本主義社会の諸矛盾から擁護していく

方向をもちつつも．その矛薦を克験して》、くちか
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らを子ども欝身に獲得させうるものではなかった。

　　｛2／教育課程における援攣の鍾羅

　i襲7年ごろから力夢キュラム講戒に麗する「生

活課程」瞬常生活課程ノ欝が子どもの実態に離し

てつくられていく中，力婆キュラムとガイダンス

が嬉になった霧護法で表現されてくる．

　この／第i蟻〉は，ガイダンス獲講の導入とそ

の啓蒙に多くの時懸と労力潜さか為た時期で1まあ

る潜，そ為までの捲導緩念の拡張を生み餓す結果

となった。つまり，教畜と鯵わけ新しい教育のあ

讐方潜指導（戴イダンス／であると遽解され，

Fガイダンスの馨的」の普及よ鯵もそこでの方法

披講に傾斜のかかる嶽梅渉あった。轡藤薄濁いう，

「ガイダンスのガイダンスたるゆえん，ガイダン

スの教官における存在理由は，その方法，綾織の

藤である」鰯という言葉は，カウセ夢ング（技法／

の重要性を説きつつも，纒々の子どもの可ド籠性を

発見しそれを発達させるというガイダンスの遜念

的定義がおのずからこうした教官活動全体をガイ

ダンス概念におさめていた「漉窺」への幾覇であ

ったとみることができる。飽方でこの鋳幾，薮会

的混蔑による葬行少年少女の揚導が急務となって

くる。戦後復興難における生活園窮下での子ども

の鶏題行麟を矯歪ないし甦遇する立場から，購象

が噛題発注の鮭会適応とな穆，学校管遅に鄭し

ても嶽導領域の蝿象が大纏に拡大した㈱。

　こうした時期，i鱗8年から始まる亙罫露しのう

ち第5騒及び第6繕の教畜捲導者講習会｛獅や各地

でのワークショップ，・そしてガイダンス遷講の翻

訳書，啓蒙書の琶行があいつぎ，ガイダンスにお

ける披講としての子どもの餐牲理解．診懸妓籍，

精神籍生の観点から麟書技衛を紹介するものが中

心であった。欝堺年にC餐鼓3のカーレー（C＆r茎ey〉

の捲揮下，教麟養成醗究会が著した鞍告書影捲導

一新しい教麟のための指導課程藷（i毅8年）によれ

ば，「指導は纏人の発達に動力しょうとする意鴎

をもって誰かによって行われる維薦」鱒であ馨，

教畜内容や方法など騒人にその選撰の嚢患が与え

られ動力麟必要なときにのみ捲導が存在するとし

た。生後の灘からすれ、ば，意識的に馨的を設定し

て嚢らのカで行嚢し達成しているときには捲導は

必要でないことを述べている。

　こうした見解の基盤になっているのはこれま

での伝統的な教育の畿甥であ馨，「晃童生徒の

生長に基づかずに，単に慶祥の縫会秩序をうえか

ら伝達するための鮨示であり，統御であった轡．

これはおそらく先に述べたマイヤーズのいう「選

談」の条件がない場合はド教蕎ユであってガイダ

ンスではないという命題に検ざしていたと、患われ’

る、しかし，本書が示すように，この助力を必要

とする事実は子どもからの資料駿集によっていた

ことから．その心理テストの方法や誕録の取り方

に膨大な労力潜払われた。捲導の実際場面になる

と教麟の約言という援豹に終始する顕露があった。

このことからもわかるように，外部からのさまざ

崖な馨標に窯らしあわせで．子どもの生活や文化

を稼序づ諺厩常なあ弩方からはみ鐵さないための

擦導コ援勤であった。

　地方，22年から26年にかけて改憲された学習捲

導要領やこの闘の教翻矯手撰書鰻旗教官愛媛に浸

透する遜程をみると，戦麟と蝿立的に鐵された捲

導鬱念は，瞬確な援麟㊧嚢覚と実践麟体系をもと

に違べられていないのである。これはなによ鯵も

先のガイダンスの方法妓籍の講を強調するもので，

ガイダンスとは「そ為ぞれの晃童のもっている縫

方または可龍牲を発見し，それをその児童として

の最大張にまで発達させようとする観点に立ち，

そのために学校な瞬教畜者なむが力をあわせて継

続的，綾織に努力する実燦の手続きや方法欝であ

ることをしめしていた．

　そして，もっとも嶽導と援勧の縫孫が闘われて

くるのは教科外活動鎮域の勤講にみられる。その

一つ潜，懲露礁究葺の廃窪にかかわる捲導観と子

どもの欝主性概念の掘握である．壌露醗究」の設

置された理霞について22年の学習捲導要懸一般纒

は次のように述べている。

　『教科の学習は，いずれも禿童の欝発的な活動

を誘って．これによって進められるようにして行

くことを求めている．そういう場合に，発童の鱗

性によっては．その活動が次の活蟻を生んで，一
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定の学習時間では，その活動の要求を満廷させる

ことができないような場合ぶ鐵て来るだろう．

（率略一瞬絹者〉こういう時には，もちろん，晃

童は家庭に帰ってその活動を営むことにもなろう

し，また，学絞で蕨課後にその活動を営むことに

もなろう。しかし，そのような場合に．箆童ぶひ

と瞬でその活動によって学んで行くことが，なん

のさしさわ雛がないばか吟か，その方が学習の進

められるのに適当だということもあろうが，時と

しては，活動の誘導，すなわち，捲導が必要な場

合もあろう。」㈹

　これが26年の学習捲導要領では次のように変起

している。つま諺，夢自麩醗究として強調された懸

人の興秩と謎iカに旛じた無毒な学習は，各教科の

学習捲導法も進歩とともに，かなりにまで各教科

の学習時聡内にその馨的を果たすことができるよ

うになったし，また，そうすることが教費的に健

全な考え方であるといえる。そうだとすれば特懸

の暗闘を設ける必要はなくなる“騨「白露醗究」

誤子どもの露主牲の脅威としてはじま諺廃豊にい

たる遜程で，捲導虹教化が構想され，．子どもたち

を浸主的社会のふさわしい甫残として成熟した状

態に到達させるための援麟が入瞬込むことを撲除

してきたのである．

　このように，戦後のガイダンス理論の導入擬は，

生活指導の捲導技術の定式化における援麟の不羇

藤な饒置に聡題があったといえる。これ、は酸めて

後達することになるが，子どもの奏主難掘握をめ

ぐる論争の媛緒にあたる．そのため援豹の正当化

の問題は，生活捲導の謙遜化や鮨導の蕩道の解瞬

における鱗究からも轟でだこうした離分の解瞬に

よらねばならない結果を生んだ．

　本章の蟹頭であげた宮塚哲文の醗究観角を受け

て考えてみると，この指導と援勤の麗採掘握，な

かでも援麟概念の再構築とそのあ撃方への遺棄こ

そが「ガイダンスの概念内容の警主的摂取陣であ

ったといえる。後に，宮籔哲文は罫受け入れる指

導と与える捲導盛として，2つの「生活捲導にお

ける教麟の教育的要求の発聡形態」を示している。

そのiつ撰「一般的にいって子どもの人禰的要求

鯵94－9

を発饗させ，それをひとまず轡定しな麟ら，やが

てそのなかにふくまれている否定的契機紅かれ膚

身をして甕面させる方向に導いていくという捲導

の遍程ま騰である．もう一つぶ新教畜の§的ないし

人聞像からみて合藝的的のものでなくてはならな

いことは酔うまでもないとしても，それは多くの

ばあい子どもたちの現実には抵撹をあたえ，子ど

もたちの堤〕窪的意識や生活形態とは異質的なもの

を提示する結果にな弩そこに惹趨された意識の矛

盾に子どもたちをと馨くませていくこと轡聾である。

こ鯛らは，瞬らかにガイダンスでの援麟の憲映内

容を正しく馨本の教育実態に継承・発展させる意

騒のあらわれではなかっただろうか。

　　麟戴イダンスによる集獲捲導と纒入撰導

　また，捲導饗援助の縫孫を闘う要霞になるのが

集遜指導と懸人捲導の総懸である。これはとくに

ガイダンス計藪による特驚歎畜活動（教科以外の

活動〉やホームルーム活嚢の中で溢馨されること

である。

　戴イダンスは綴入港導を中心にしたものであ馨，

集懸捲導を取善上げながらもそこにおける人聞縫

係は教麟と子どもの餐懸絶縣でとらえるものであ

った纏、そのため，実燦の集馨的場錘での人糞形

成の形態は子どもと子どもの縫係を縫うところに

不十分さをもっていた。宮籔哲文は，「ちょうど戦

後の一曄報こ，道徳とか道徳教畜ということばぶ

あたかもタブーのようにひとびとの鑓にと碁されな

かったのと羅様紅．がイダンスは，およそ集毯的

教書方法とは無縫係なものとして意識された轡点

を捲擁し，戦後だイダンス論が櫃大毒導糠δ越4瞭董

即遍a登Cε〉と瞬義であった理嶽を示している。し

かも，「集毯捲導の領域と呼ばれる特甥教官活動

で行われている教書実践の実体とのあいだにはか

な箏の梅違解あ穆，そのことも手伝って，擬人指

導，纒溺捲導の領籔こそ第一義的にガイダンスの

名に籏するものであ静，集麟指導な恥し特幾教鳶

活動の捲導はだイダンスとしては第二義的な場面

であり，もっとはっき善いえぱそ為はもうガイダ

ンスではない，つまりガイダンスはどこまでも魑

に徹し．纒に難し，餐1人差を基本前提垂こするも
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の轡であ滲，集遜指導，特幾教責活動での指導と

は「ガイダンスよ鯵もスーパーどジョンs鱒e欝重s沁盤

にちかく．特尉教畜活動の維織運営の監督旛導と

いう多分に管遷的なニュアンスの濃厚な矯語法で

あった」舗。ここでの教官活動の纏織運営では運営

皿経営を激す濡話であ静，教畜行政下における管

礫（Sc鼓叙｝董A｛茎澱蚕給舷謙給費〉と蝿となる機盤…であ

ったとみることができる．

　こうした背景隷ガイダンスの方法が集懸指導1こよ

る生徒捲導の効率化という危験難iをはらんでお警，

集羅を解緯や変革することなしにおこなわれる鰹人

の捲導としての集毯振導であったためである．ガイ

ダンスは究極において嚢己捲導をめざし，まず懸々

人のもっているあらゆる能力や資質を見いだすこと

であ弩，それが最大鰻に発揮され発達していくよう

に援饒することであるとともに，「ガイダンスは

懸人衰身と桂会に帰して最も有蓋な方向にむかっ

て，鰯人の能力を最大眼に発達させるように，

懸人を援助する継続的過程である」舗。しかし，こ

のような縫会にとって有驚な入梅を育成するため

に，集毯指導は各時代の資本主義縫会の再纒成ご

とに頷絨や場懸を撚大していくことになる。そこ

では鰹人的轡灘主義の方策が学校教育を通じて歓

会適応という形でなされていったという潤題があ

る。

　このことを韓本的生活指導の「復興ま期以降の

展醗と纏わって這べると，そこでの懲治活動醗究

が，詣導は集懸の郭外」にあると考え，縫会（集欝〉

が懸人に与える二重三重の影響講造を形態として

しめすものである。琶会の発展法則を子ども集畷に

導いていくためには，捲導が集毯の内部のものに，

転化していく必要があるという遷解である．この場

合，教麟の指導が子どもを取箸巻く縫会的影響をい

かなる客観的擬点によって整蓬・分析しているの

か熱闘題となる。上意下達型の伝統的な旛導は嚢

一的であるがゆえに捲導の硬直化を生み産すので

ある撰，ガイダンスプログラムなどのヂ捲導の誕

爾化」麟いかにこの癒一化に懸航してきたのかと

いうことでは検討の余地がある。

　このことは．ガイダンス選譲が第2期噴本的

生活振導醗究の萌芽期でいわれた戦後生活綴方

運動の復興という　ヂ生活捲導の伝統の復活ヨとの

緊張麗孫や，騒年ごろからはじまるグループダイ

ナミックスなどのノ玉、集藝藝理論と本格的善こ「女穿話幾

係豊を結んでいくなかで闘われ、てくる。

　　　＊　　　　　　　　　壌　　　　　　　　　＊

　今織の報告で籔つた時鱗琶分では，援勤は搬導

成立の外在的根搬に潜窪乾している文化的歓会的

背景のうちにもぐ鯵こんでおり，毒導と援勝との

権豊麗係において，独自牲をもった上での結合で

はなかった．

　しかし，戦後ガイダンス運論の導入時期からし

ばらくの展購において，捲導における援麟の粒選

の意識化はこの運動の表藤的な実態の衰邊を契機

としてはじまったといえる。すなわち，これは教

畜技衛がもともともつ支醗韓iをどのようにぬぐい

去っていくのかという簡題と董癒から講き含って

いかざるをえなかった点である。

　序章で遠べたように，援麟は積極的な慧殊にお

いて「子どもの生活穫式に染み込んだものを浮き

形貌にし，その変革を襲的とするものであ雛，

本来捲導には援釣的綴藏が内在化していると考え

られ、る。こういつた愚昧で，この時蟻，指導1こお

ける援勤の位置を意識化することは，指導と援勧

のつなが撃を支える教麟の教畜落動の「揺らぎ3

を必然的に生み鐵すものであったといえる。生活

幾導暴発の発展にとって，指導と援動の関係が資

本主義縫会の変建に左右されつつも，ともにこの

歓会をつく警だし麟造する教畜妓籍であるとみる

と，資本主義の綾羅との閣係では，援豹概念のあ

らわ親方はその混迷や停滞の鋳期と旛靉靆係にあ

るのではないだろうか。

　さらに教畜活動にお》、て，生活撰導の成立の内

在的根絶を瞬らかにしていく中で，捲導は子ども

の要求に応じて発揮され，あるいは子どもにとって

振否の嚢幽があるものだとしても，学校が体麟内化，

文化的支醍機構と化している状混では，子どもの拒

否や選毅の§露を保鐘しえない。また縫方，子ども

にとっても指導を直接受け入れてしまいかねない釈

浸がある。その申で，援助はこのような数種込み
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から綾らを解敵し，その擾点にたって，教袴技術

の安定を懸るものだといえる。援麟は，働きかけ

けの莞通しや縫会の発展を無覆しても，F懸人への

援麟葺としてその成立蕃翼能であるように選解さ

れやすい．それだけに，捲導の性椿によって奪わ

れた援助の本質的理念を瞬らかにしていく必要が

ある。　　　　　　　　　　　　　　　（未完〉

〈濫〉

（麟瞬者の掃立的控握とは，意騒的…無意錘的，積

　極的｛強い）一構極的（弱い），公的一私的，大鷺饗

　係にお諺る縦のつながり一横のつなが滲に縫与す

　るもの，髄人の醜面一外麟，干渉と敬任というよ

　うな二項ないし対立構緩で把握される場合が多い．

（21段隊的な麺握とは，支え持ち励まし方向づける，

　方講づけ撫承のあとに支えて導いていくという

　控握である。その一方で，逐年の盤活振導実践

　において，援勤への実践的なこだわ辱があらわれ

　てきている。これは子どもに饑きかける（詣導を

　入れる〉という捲導の技籔駒方法的遼東だけでな

　く，子どもの憲立や成長，生活や文亀への新たな

　接透を主題にしょうとする変髭を物語っていると

　いえる。これ，は教麟と子どもとの教官的幾採を縫

　う重要な契機である．この点毒こついて，新趨健二

　は「いま，教畜実践はいかなる運論を必要とし，

　また，教育学藩究はどのように雛覇的に璽隷的選

　産を継承するか謡　『櫓互自立の生活振導学善致革

　叢房，鯵93年，37ページ／という撹角から課題を

　提超して耽る。

麟　増歯　均軒教育実践における捲導の凝念」　量講

　整理代教育学の遅論鞠，青木書店，欝82年，72～

　羅ページ参窯

紛海後勝雄罫教育技術講書，賢文館，簿3§年，9ぺ

　一ジ

／51購上書，5ページ

（霧　講。と書，32ページ

鱗　誠尭章央「やさしい教育学」稗子どもと教育壽．

　あゆみ鑛蔽，欝77年5月号，葺7ページ。ここでは

　重要隷モメントとしてほかに「買主姓涯をあげ

　ている。

麟　人賂形成の教畜を生活指導としてとらえてきた

　背景には少なくても，次のような共通蓬解があっ

玉総4－9

　たと思われる。それは，かつての修身科的な教義

　や教説の押しつ1ナに反請して主婦的な形成を援助

　し詣導すること。この緩豹や捲導は子どもの空活

　実践に霧婦られるものであ雛，教斜や教科外活動

　を通じて真運・真実と生活実践が結合され，この

　生活実践が良主的集霧的であることを追求するこ

　とである（械丸章夫「民主的人給形成の原簿L

　罫集鑓づく鯵の籍しい展騨書窮治纒壽，露鋒年，

　騒ページ〉。この場合，捲導と援臨ま子どもたちが

　実童活をサアノレに認識するうえで，思懸の主棒的

　な形成は援購の購象であ吟，子どもの欲求や要求

　を発展させる婁践は捲導の薄象であるという籔懸

　が権灘される。

醗　　置教育装講書麟講号，小学館，欝謁年蓬月，巻

　頭書

（辮絨丸牽夫織匿新しい轍膏鼓纂毒第i巻，舞本標

　準，欝77年，欝3ページ

鯵　　罫現代学校教畜犬事典謹尊巻ぎょうせ恥，簿93

　年「生活毒導」欝3ページ及び瞥内常一「い豪，な

　ぜ生活旛導かノ生活指導講究違第5号，絹絵露書，

　懲総年，錘～蔦ページ，座談会での登書を参蕪．

麟　学校教畜における生活捲導醗究の勤癖をみてみ

　ると，従来の旛導の梓軽みから漏れでてしまう子

　ども・書年の存姦が詣導の発見とその意識紀を鍵

　しているとみることぶできる。鞍懸広くは教畜幾

　係考にとってさまざまな（異質な〉子どもとの鐵

　会恥が新たな振導の発見を生み議している．これ，

　1：よ簿毒時象こ，「髪寒iの璽1こ吾ままった捲導」や　「璽毒）ら

　はいる捲導1への奉質的な転換を弓1き起こすもの

　になる．

幡　碓善導夫「幾代の歓会・学絞と教懸のき己成長」

　ゼ盤活詣導砺究譲第7箸，絹絵舞書，欝弱年，董2

　～欝ページ参熱．

麟　宮腹誓文蓼生活捲導善覇倉書房，1954年，3ぺ

　一ジ

｛嚢　無養成蒸罫露びこ学校雲や生落綴方運動の復活

　を契機として，生活姦導が大きく学縁づく静的な

　ものとがイダンス的なものという分類に匿劉され，

　わが羅における生活捲導緩念のあ諺方や統一的発

　解の提謹が中心課題になるまでの時類，つま吟春

　穣豊治による分類にしたがうと，雛下の生活詣導

　観が潟窪する欝欝年代までをさす。

　　・しつ諺による縫会窪｝な生活習繋の定ラ蓬，

　　・ガイダンスによる髄人的及び集懸麟な問題の
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　心理的治療，

　　・特雛教官活動による嚢主的で縫会的な塗活態

　度と焦活技徳の形成，

　　参学綴づく鯵を中’むとした集霧捲導による現実

　の中での生き方の指導，

　　か集懸主義捲導による趨律と継織の中での変革

　的な人醐形成（罫生活搭導の実践遜程壽瞬治羅書，

　婚§春年，2麓ページ）

鰺灘合意置教授＝学習課程善，醗治露叢，鯵磁年，

　誓3～欝8ページ参醸。

鯵　蓬．デューイ罫学校と教育凄（宴標誠一談〉，岩

　破欝農，逢ページ

鱒韻錐嚢、至〉，醸蟹Gで。囎G嚥a舞ceS纏les里§34

縫1猛ε盤磁醗．狂，G慧継雛£ε搬G欝囎鯵55夢．垂

騰Koos，L、V，Keず麗ver，G，翼，G縫漁登。ε魏

　Sεco磁aryS磁ools，丁難eM呂。麟雛盤Co．ig32，

　鱒．董7一懲

懲恥鍵S，A、玉，2翻C重機s㊤｛G磁鍛ce，Mc暮盤w一

　雛護董　80｛｝髭　cむ蒲茎｝a簸y　茎｛塗遵…｝夢登．2蓬一2碁

鰭　Jo鍵s，A、」，瞬．clt，β．8彗

囎　薙本職業指導協会譲匿アメ夢力にお謬るがイダ

　ンスと燧姓調査ま窮治纒書，欝鱒年参黙。

麟　沢欝慶韓「鱈牲指灘の藪繧3『生活旛導のあゆみ』

　（濃霧，宮坂編〉小学館，i鱒7年，8ページ。な

　によ蕗も蒙本には大更擬に「職業捲導3での位置

　づ諺で紹介されてお吟，こうした混翫隷予潔し得

　るものであった（籔夷章夫「生活権導とは欝か」

　整生活指導醗究諺第i号，瞬治纒書，謄84年，i22

　～鴛？ページ参蕪〉。

騰　トラックスラー、A．残夢ガイダンスの装籔謹啓

　（大塚絶讃），購学社，懲離年，5～8ページ参懇．

　（孚raxl齪，A．E　Te趨瞬疑εs硬G磁餓ce．

　恥r脚で識6露ro癒ers，翼ewYo盈、重縫§，鞭．4

　－9〉

騰　文部省『新農本建設の教育方舞善徳薦年9、§25

　畦

翻　海後宗蓮霧「教官改革」（職後舞木の教育酸革第

　i巻〉，菓東大学鐸藪会，懲器年，66～67ページ。

㈱　こうしたプラグマティズム揚超の一極に矢燐徳

　光（罫新教育の撹霧凄刃注書醗，欝灘年〉や懇懇の

　科学嚢究会鶴見囃子編野デューイ硬究善春歓琶，

　鷺52年がある。

　　また，鶴見俊轄は「プラグマティズムの発達機

　説ゴ（罫現代思想第6巻一異衆と嚢戯欝欝年，繕

　濠書店／でプラグマティズムの弩本への受容過程

　を「これまで（戦前一瞬曝者〉のようなアメ》カ

　のプラグマティズム哲学の原本の輸入という影で

　なく，現我の舞本の懇懇献漫の内翻からプラグマ

　ティズムを磁させようとする動き」（器5ページ）が

　あったことを搭擁し，ダひろく桂会商題，人生縫題

　にたいするテクノ皿ジカル（鼓嬉的〉な見方」，

　「飼らかの言説にたいして，つねに実藪条件，そ

　の硬い道を考えて意瞭づける底2鎗ページ〉勤癖は窮

　絵，大釜，臨秘を通じて産業人にあったとし，澄

　騒できる。

鯵　竹内常一fガイダンス運動における集毯の簡題ま

　罫生活捲導誰39葺，瞬治籔書，雄綴年鴛擁参窯。

麟　J．デューイ『浸主主義と教育書　（舩聾安男讃〉，

　懲75年，岩波書店，蕊ページ

（瞬　戦後甕後にアメサカのガイダンスの紹介は新教

　育の啓蒙活動の後追い醜存窪にあった。奉稿では

　主に，小宮出栄一ゼガイダンス著金子講霧，懲鱒

　年，車轍駅夫蓼ガイダンス擬論雲霧学縫，欝薦年

　を参察した。

　　なお，戦後の生活捲導醗究を文献史的紅みると，

　〈溺表〉にしめした文鹸一覧が参考になる（年代

　額．単行本をもとに竃十音罎に醗魂した）．

麟　前掲，」．デューイ『学校と縫会盟．隠ページ

繍　大橋糖夫「プラグマティズムと鞍後教育の講鷲

　題藩密教鎌の度盛58号馨本学力晦、紅醗究会，簿57

　年，53ページ

　　離掲塗民主主義と教畜謹〈下〉，37ページ

　　霧麟揚

　　さまざまな近代西欧璽の鼓講論が戦後嚢承に

　「導入ゴされる遍程で，その理強や方法論嚢身に

　はらむ思想を軽んじる糞舞舞がある。特1こ教育鼓衛

　はある被会の文匙焼筆の鱗約を受けている人々の

　営みによって発展してきている、この現実をとら

　えると，指導や援麟がある精神構造をもっている

　人々によって変革，発展，麟造される特徴に藩馨

　しなければならない。文化的霰携東姓を霧滲放し

　た技徳譲慧「心遷主義ユに臨るものだといえる．

　こうした諸外馨の文亀を受容する聡，その文建内

　容とそれを生み聾している桂会の政治的経済的基

　盤・棒系に留意しなけ轟ばならない。その、菰で，

　教毒を闘わず，縫会福鮭，医療，看護等での韓人

　援豹鼓旛の再縷説が必要になる。

儲　絨丸章夫「新しい教畜鼓簿の麟造」国教麟の友審

繍

鰍
！3蓼
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　雅号，馨本学力海上蔭究会，緯53年7鷲号，6ぺ

　一ジ。この牢で絨曳は教畜叢衛についてfそのと

　き，畏族や縫会の文化，政治．経済的賠綴的縫係

　や条緯などを背景にして，教糞謙麟の安定姓を糧

　漣紅発生するのである．」と遠べている。

麟　 トラックスラー．A．霊　麟揚書，28！ミージ

　（ぞraxler，A．E餓、dt，夢．臨

繍　馬場撰薙地建眼帯生活課程謹，誠文堂新光栓，

　懲溌年参懇．

鱒　欝藤　博華寿ウンセ夢ング』東洋書館．懲52年，

　工7ページ

鱗　文部省ゼ問題青少年の遷解と捲導謹瞬治灘書，

　雄52年，疑富麗題箆嶽導の実際謹絹絵鐵書，欝52

　年．また実懇としては磯麟董障麗麗麗の診織と捲

　導譲学芸緩書鐵叛縫，欝欝年，露都死失墜馨題舞

　為の甕童その実態と捲導謹教奢弘灘縫，欝欝年を

　参考にした。

鯵　第5騒至狂FL教官旛導聡匿ガイダンスー原理

　と実黙についての興羅醗究軽告毒文蔀省，讐秘年

　を参懸。

鱒　教蘇養成礒究会葬搬導一新しい教麟のための指

　導課程嚇籠学校教科書（学芸纒書）株式会縫，

　懲磐年，33ページ

鱒　溝上叢，9ページ

総　文藻雀羅中学校・高等学校の生活捲導露騒本教

　育振興会，謄弱年，文蔀省学校教鳶縁緩解新しい

　中学校の手羨き』瞬治鑛書，i鱗§年，全護高等学

　校長協会・全羅中学校長鶉会共訳罰中等学校にお

　鯵るカウンセリングとガイダンス書馨黒書店，

　！9騒年を参蕪．

縛　文部省購・学校経営の手瞬き崖欝鱒年，7iぺ一

　ジ

繍　文無省甕学習捲導要領…般編（試案）22年版謹，

　欝麗年，欝ページ

憾　文部省匿学習擢導要領一般纏（試案〉昭魂2§年

　改訂版遜，欝鍵年，2iぺ一ジ

鱒　宮薮哲文匿生活鮨導の基縫運隷謹誡繕書房，

　欝82年，雄9ページ

繍　薩．と

鱗　瞬土

騒　子ども・青年の生活痢．との安定と実践主体とし

　ての変輩を生み講ず捲導と援豹の機能は，一一方的

鴛饗一9

　な伝達によって子どもを幾存の秩序や棒編に適慈

　させる藤に強麟的か葬強鰹的かを示すものであっ

　たといえる．それはもっとも集醗嬉導と懸人捲導

　の縫係や纒幾的鍵鷹の意駿をどう実践的にとらえ

　る活かしていくのかにもっともあらわれていた．

騒　宮塚哲文罫生活捲導凄鞘念書霧，欝経年，82～

　83ページ

麟　講上書，83ページ

毒51講麟掲

鵬／　StGO萎｝，至i〕・W潅舞婁｛欝重st，G、L，　Pr董貸d茎躍es　＆嚢｛玉

Practlces婚G磁a嚢ce，M総懸w一部雛倉⑪盆C。．

　i§58　亙）登．3一嘆

　（イ瞳記）

　なお，本醗究の緩酪及び…部は，舞木教畜方法

学会第28獲大会（奈良教育大学，i鱒2年鎗勧の

蠧毒醗i究発表にて馨頭発表をおこなっている。
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